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3. 発生時期･発生量（平年比）の予察根拠 
作

物

名 
病 害 虫 名  

発生時期 
平年比 

発生量

平年比
予 察 根 拠  

イ

ネ 

葉いもち 平年並 やや多

要因 
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(＋)予想  （＋） 
2）BLASTAM（5月 25日現在）による感染好適日は未出現  （発生時期±） 
3）巡回調査圃場（5月第 3週）では、置苗での発生率 0％（平年 0.3％）と平年並の傾向  （発生時期±） 
4）一般圃場では、発生量は無  （－） 

考察： 気象条件を考慮して、発生時期は平年並、予想発生量はやや多と考えます。 
 

イネクロカメムシ － 平年並

要因 
1）前年の発生圃場率は 3.4%（平年 3.2%）と平年並のため成虫越冬量も平年並と推測  （±） 
2）予察灯（松阪市・5月 25日現在）では、未飛来  （－） 

考察： 予想成虫越冬量が平年並のため、予想発生量は平年並と考えます。 

 

イネミズゾウムシ － 平年並

要因 
1）予察灯（水田・松阪市・5月第 4半旬まで）では、誘殺数は 19頭（5年平均 46.4頭）と少の傾向  （－） 
2）巡回調査圃場（5 月第 3 週）では、被害株率は 37.8％（平年 37.6％）と平年並、株当たり虫数は 0.07 頭（平年

0.07頭）と平年並  （±） 
3）一般圃場では、発生量は無～少（概して少）  （－） 

考察： 誘殺数、一般圃場では少ですが、被害株率、株当たり虫数を重視して、予想発生量は平年並と考えます。 
カ

ン

キ

ツ そうか病 － 少 

要因  
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(＋)予想  （＋） 
2）県予察圃（5月中旬）では、発病葉率 29.5％（平年 22.8％）、発病果率 1.7％（平年 2.5％）と平年並  （±） 
3）巡回調査圃場（5月第 3週）では、病斑は未確認  （－） 
4）一般圃場では、発生量は少  （－） 

考察： 急増する要因はなく、今後の増加を勘案しても予想発生量は少と考えます。 
 

黒点病 － 平年並

要因  
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(＋)予想  （＋） 
2）前年（10月下旬）の県予察圃（無防除園）では、果実発病度 80.5（平年 78.1）と平年並  （±） 
3）冬期の落葉は少なく(－)、感染源となる枯れ枝は平年並(±)の状況  （±） 

考察： 大きな増減の要因はなく、今後の増加を勘案しても予想発生量は平年並と考えます。 
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作

物

名 
病 害 虫 名  

発生時期 
平年比 

発生量

平年比
予 察 根 拠  

カ

ン

キ

ツ 
かいよう病 － 

温州 
少 

 
中晩柑 
やや少

要因  
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(＋)予想 （＋） 
2）県予察圃における新葉での初発は、5月 14日（平年 5月 7日）と遅  （－） 
3）県予察圃（5月中旬）では、発病葉率 0.2％（平年 5.9％）と少  （－） 
4）巡回調査圃場（5月第 3週）では、旧葉における平均発病率は温州みかん、中晩柑ともに 0％と少の傾向 （－） 
5）一般圃場では、発生量は少  （－） 

考察： 大きな増減の要因はなく、今後の増加を勘案しても予想発生量は温州みかんで少、中晩柑類でやや少と考え

ます。 
 

ミカンハダニ － やや少

要因  
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(－)予想  （＋） 
2）県予察圃（5月中旬）では、100葉当寄生虫数は、無防除区で 1.1頭（平年 25.5頭）、防除区で 0頭（平年 1.6
頭）と少  （－） 

3）巡回調査圃場（5月第 3週）では、旧葉における平均寄生葉率は 8.9％（平年 7.2％）と多、1葉当平均寄生虫数
は 0.17頭（平年 0.60頭）と平年並  （±） 

4）一般圃場では、発生量は少  （－） 
考察： 現状の発生量は少と考えますが、今後の気象条件を勘案して、予想発生量はやや少と考えます。 

 

チャノキイロアザ

ミウマ － やや少

要因  
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(－)予想  （－） 
2）県予察圃（5月中旬）では、粘着トラップへの誘殺は未確認（平年 0.31）  （－） 
3）一般圃場では、発生量は少  （－） 

考察： 現状の発生量は少と考えますが、今後の気象条件を勘案して、予想発生量はやや少と考えます。 
ナ

シ 
黒星病 － 平年並

要因  
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(＋)予想  （＋） 
2）巡回調査圃場（5月第 3週）では、平均発病葉率 0.6％（平年 0.1％）と一部地域で多い傾向  （＋） 
3）一般圃場では、発生量は少～やや多（概してやや少）  （－） 

考察： 今後の気象条件を勘案して、予想発生量は平年並と考えます。 
 

ハダニ類 － やや少

要因  
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(－)予想  （＋） 
2）巡回調査圃場（5 月第 3 週）では、平均寄生葉率は 0％（平年 0.2％）と少、1 葉当平均寄生虫数は 0 頭（平年

0.0頭）と少  （－） 
3）一般圃場では、発生量は少～平年並（概してやや少）  （－） 

考察： 今後の気象条件を勘案しても、予想発生量はやや少と考えます。 
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作

物

名 
病 害 虫 名  

発生時期 
平年比 

発生量

平年比
予 察 根 拠  

ブ

ド

ウ べと病 － やや多

要因  
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(＋)予想  （＋） 
2）巡回調査圃場（5月第 3週）では、発病は未確認（平年 0％）  （±） 
3）一般圃場では、一部で発病を確認  （＋） 

考察： 気象要因を重視すると、今後の増加を勘案して、予想発生量はやや多と考えます。 
果

樹

共

通 

カメムシ類 － 平年並

要因  
1）予察灯（御浜町：4月 1日～5月 20日）では、誘殺数はチャバネアオカメムシ 27頭（平年 714頭）と少、ツヤ
アオカメムシ 736頭（平年 2,261頭）と少  （－） 

2）予察灯（畑・松阪市：4月 1日～5月 25日）では、誘殺数はチャバネアオカメムシ 310頭（平年 179頭）と多
い傾向（＋）、ツヤアオカメムシ 67頭（平年 19頭）と多い傾向（＋）  （＋） 

3）フェロモントラップ（4 月 1 日～5 月 24 日）では、チャバネアオカメムシ誘殺数は、山地（津市白山町川口）
で 205頭（平年 212頭）と平年並、中間地（津市白山町二本木） で 649頭（平年 281頭）とやや多、平坦地（松
阪市嬉野川北町） で 42頭（平年 46頭）と平年並  （±） 

4）巡回調査圃場（5月第 3週）では、飛来は未確認  （－） 
5）一般圃場では、少～やや多（概してやや少）  （－） 

考察： 今後、ナシ等への飛来が始まると考えられ、予想発生量は平年並と考えます。 
チ

ャ 

炭疽病 － やや多

要因  
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(＋)予想  （＋） 
2）前年（10月中旬）の一般圃場では、発生量は平年並  （±） 
3）巡回調査圃場（5月第 3週）では、発病は未確認  （－） 
4）一般圃場では、発生量は平年並  （±） 

考察： 今後の気象条件を勘案して、予想発生量はやや多と考えます。 
 

もち病 － 少 

要因  
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(＋)予想  （＋） 
2）前年（10月中旬）の一般圃場では、発生量は少～平年並（概して少）  （－） 
3）巡回調査圃場（5月第 3週）では、発病は未確認  （±） 
4）一般圃場では、発生量は少  （－） 

考察： 大きな増減の要因はなく、予想発生量は少と考えます。 
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作

物

名 
病 害 虫 名  

発生時期 
平年比 

発生量

平年比
予 察 根 拠  

チ

ャ 

カンザワハダニ － やや少

要因  
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋)、平年に比べ曇りや雨の日が多い(－)予想  （＋） 
2）県予察圃（5 月中旬）では、寄生葉率は 1.0％（平年 5.0％）で少、1 葉当寄生虫数は 0.11 頭（平年 0.23 頭）で
少  （－） 

3）巡回調査圃場（5月第 3週）では、平均寄生葉率は 1.5％（平年 6.5％）、平均寄生虫数は 0.02頭（平年 0.20頭）
と少  （－） 

4）一般圃場では、発生量は少～平年並（概してやや少）  （－） 
考察： 現状発生は少と考えますが、気象条件による今後の増加を勘案して、予想発生量はやや少と考えます。 

 

チャノホソガ － やや少

要因  
1）県予察圃フェロモントラップ（4月第 1～5月第 3半旬）では、誘殺数は 731頭（平年 1,126）とやや少の傾向 （－） 
2）一般圃場では、発生量はやや少～平年並（概して平年並）  （±） 

考察： 大きな増減の要因はなく、今後の増加を勘案しても予想発生量はやや少と考えます。 

 

チャノミドリヒメ

ヨコバイ － 平年並

要因  
1）県予察圃吸引粘着トラップ（4月第 1～5月第 3半旬）では、誘殺数は 10頭（平年 6頭）と平年並  （±） 
2）巡回調査圃場（5月第 3週）では、平均寄生虫数は 1.2頭（平年 1.7頭）と平年並  （±） 
3）一般圃場では、発生量は平年並  （±） 

考察： 大きな増減の要因はなく、今後の増加を勘案しても予想発生量は平年並と考えます。 
 

チャノキイロアザ

ミウマ － 平年並

要因  
1）県予察圃吸引粘着トラップ（4月第 1～5月第 3半旬）では、誘殺数は 1,870頭（平年 1,225頭）と平年並 （±） 
2）巡回調査圃場（5月第 3週）では、平均寄生虫数は 17.1頭（平年 9.4頭）と多  （＋） 
3）一般圃場では、発生量は平年並  （±） 

考察： 大きな増減の要因はなく、今後の増加を勘案しても予想発生量は平年並と考えます。 
イ

チ

ゴ うどんこ病 － 平年並

要因 
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(－) 、平年に比べ曇りや雨の日が多い(±)予想  （±） 
2）一般圃場での発生量は、少～やや多（概して平年並）（±） 

考察： 大きな増減要因はないので、発生量は平年並と考えます。 

 

炭疽病 － やや多

要因 
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、気温は低くなく(＋) 、平年に比べ曇りや雨の日が多い(＋)予想  （＋） 

考察： 気象要因により予想発生量はやや多と考えます。 
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作

物

名 
病 害 虫 名  

発生時期 
平年比 

発生量

平年比
予 察 根 拠  

ネ

ギ 
ネギコガ － 少 

要因 
1）県予察圃フェロモントラップ（4月 5半旬～5月 4半旬）では、誘殺数は 80頭（平年 168頭）と少  （－） 
2）巡回調査圃場（5月第 3週）では、被害葉率 0.0 %（平年 0.11％）と平年並の傾向  （±） 
3）一般圃場では、発生量は少  （－） 

考察： 大きな増減要因はなく、予想発生量は少と考えます。 
野

菜

共

通 
コナガ － 少 

要因 
1）県予察圃フェロモントラップ（4月 5半旬～5月 4半旬）では、誘殺数は 60頭（平年 462頭）と少  （－） 
2）一般圃場では、発生量は少  （－） 

考察： 大きな増減要因はなく、予想発生量は少と考えます。 

ツ

ツ

ジ

類 
 

褐斑病 － やや少

要因 
1）1か月予報（5月 23日発表）によると、平年に比べ曇りや雨の日が多い予想 （＋） 
2）巡回調査圃場（5月第 3週）では、新梢発病葉率 0％（平年 0.0％）、旧枝発病葉率 2.2％（過去３年平均 17.8％）
とやや少 （－） 

3）一般圃場では、発生量は平年並 （±） 
考察： 大きな増減要因がなく、今後の増加を勘案しても予想発生量はやや少と考えます。 

 

ツツジグンバイ － やや少

要因 
1）巡回調査圃場（5月第 3週）では、ヒラドツツジ、サツキとも成虫、幼虫は未確認（平年値：ヒラドツツジ成虫

0.5頭・幼虫 0.6頭、サツキ成虫 0.2頭・幼虫 0.5頭）と少の傾向  （－） 
2）一般圃場では、発生量は平年並にやや少  （±） 

考察： 現状はやや少の状況ですが、特に大きな増減要因がないので、予想発生量はやや少と考えます。   
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4. 予察項目の見方 
 1）「作物別の状況」の見方  
 発生時期（平年比）: 平年の発生月日からの差を「早、やや早、平年並、や

や遅、遅」の 5 段階評価で予測します｡ただし､発生時期が毎年大きく変化する

病害虫では､日数の基準が下記より大きくなります｡発生時期を予察する意義の

小さい病害虫では予察しません。 
日

数  -6 -5 -4 -3 -2 -1 
平年 
発生日

1 2 3 4 5 6  

評

価  早  やや早 平年並 やや遅  遅 

 

 発生量（平年比）： 発生密度の平年値からの差を「少、やや少、平年並、や

や多，多」の 5 段階評価で予測します｡平年値との比較なので､平年値が小さけ

れば､｢多｣になっても見かけの密度は多くないことがあります｡毎年多発生して

いる場合は｢平年並｣や｢やや少｣でも見かけ上は多いと感じることがあります｡ 

                平年値 

  
度

数 
10% 20% 20% 20% 20% 10% 

評

価   少 やや少 平年並 やや多  多 

 

  発生量（程度）： 発生程度を｢小､中､大､甚｣の 4段階評価で予測します｡評価

の基準値は病害虫毎に異なりますが､大雑把には､｢見た目の多さ･少なさ｣です｡

甚になるほど見た目は多くなり､小になるほど見た目は少なくなります｡｢発生

量（平年比）｣と比べることによって､｢平年並に発生程度が小さい｣｢発生程度は

大きいが平年並の発生量である｣｢平年より多いが､発生程度は小さい｣｢平年よ

りやや少ないが､依然として発生程度は中くらいである｣等のように判断してく

ださい｡ 

小 中 大 甚 

 

 要防除圃場率（平年比）： 防除の必要性の目安を｢低､普通､高｣の 3段階評価

で予測します｡｢普通｣であれば､県下の大半の圃場では防除暦に沿った通常の防

除をしていればいいと予想されます｡｢高｣であれば､防除時期の見直しや追加防

除などが必要な圃場の割合が相当増加すると予想されます｡｢低｣であれば､防除

回数を減らせるか防除しなくても済むような圃場の割合が相当増加すると予想

されます｡                                                                          

低 普通 高 

 

 発生消長の一例： 発生予報は向こう 1か月の予報ですが､その前後を合わせ

て 40 日ほどの病害虫の発生消長の一例をグラフで示します｡大まかな目安とし

て利用してください｡ 

 

 防除の注意事項： 向こう 1か月の病害虫の特性と防除に関する説明です｡ 

 

 2）「発生時期・発生量（平年日）の予察根拠」の見方 
  ( ± )：平年並の要因 
  (＋)：発生量増加または発生時期遅延の要因 
  (－)：発生量減少または発生時期早期化の要因 
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5. 今月のトピックス  「平成 20年度農薬危害防止運動について」 
 

1）農薬危害防止運動とは 
 農薬を正しく使うことは非常に大切なことです。安全に適正に使用するこ

と、きちんと保管管理することは、農産物の安全確保や安定生産に貢献しま

す。一方すべての人の健康や周辺の生活環境の保全にもつながります。そこ

で、国や都道府県等は、毎年農薬の使用機会が多くなる時期に農薬危害防止

運動を実施しています。 

 

2）三重県の取組み 
 最近農薬によるトラブル、事故が増え、その対策が急務となっています。

そのため三重県では、農作物等に病気や虫が発生しやすくなって農薬を使用

する機会が多くなる 6月 1日～8月 31日の期間、農薬危害防止運動に取り組

みます。 

 次のことに留意して農薬の適正な使用、保管管理をすることにより農薬使

用による事故を防止しましょう。 

 

①農薬ラベルをよく読んで使用基準を守り使用しましょう。 

②農薬が散布場所以外に飛散しないよう、周りの住民および環境には十分

配慮しましょう。 

③住宅地等で使用する場合には、周りの住民に事前に知らせましょう。 

④事故防止のため、農薬の保管管理を徹底し、使用時にはマスクなど防護

類を必ず着用しましょう。 

   

 

 

3）農薬の事故と被害 
 下表は全国で平成 14～18 年に発生した農薬事故の原因別の発生件数と人

数です。事故原因で多かったのは、保管管理不良、泥酔等による誤飲誤食、

マスク、メガネ、服装等装備不十分、強風中や風下での散布等本人の不注意、

農薬使用後の作業管理不良等でした。これによると、依然として農薬による

事故がおこっていることがわかります。このような事故を防ぐためにも、よ

り一層農薬の適正使用や保管に努めることが必要です。 

 

農薬の使用にともなう事故及び被害の原因別発生状況

マスク、メガネ、服装等装備不十分 16（16）

強風中や風下での散布等本人の不注意 20（20）

長時間散布や不健康状態での散布 3（3）

保管管理不良、泥酔等による誤飲誤食 29（35）

農薬使用後の作業管理不良 14（90）

散布農薬のドリフトによるもの 6（6）

体質的アレルギーによるもの 1（1）

薬液運搬中の容器破損、転倒等 1（15）

防除器の故障、操作ミスによるもの 2（2）

その他 11（12）
原因不明 25（26）

合 計 128（226）
※平成14年～18年の5年間に発生した合計

合計 件数(人数)原 因

 
農林水産省農薬コーナー「農薬の使用に伴う事故及び被害の発生状

況の平成 18年度分を掲載しました」より作成 
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7. おしらせ（前回と異なる項目には NEWの印があります） 

 

1）NEW利用方法 
 この病害虫発生予報は､ほぼ定期的に発表されます｡本年度の予定は次のよう

です。 

 第 1回 4月 24日（木） 第 2回 5月 29日（木） 

 第 3回 6月 26日（木） 第 4回 7月 24日（木） 

 第 6回 10月 23日（木） 第 5回 8月 28日（木） 

 第 7回 3月 19日（木） 

 これらの資料は全部または一部をコピーして再配布しても構いませんが、必

ずページの右下にある｢三重県病害虫防除所｣の文字が入るようにしてくださ

い｡ 

 病害虫防除所ホームページには､この予報をはじめとして､不定期に発表され

る警報､注意報､特殊報､技術情報や、各種のグラフ、写真も載っています｡下記

のアドレスからお入りください。 

http://www mate.pref.mie.jp/bojyosyo/ 

 
2）NEWメール配信サービス 

 予報､警報､注意報､特殊報､技術情報が発表されたときに､ホームページに掲

載されたという｢掲載通知｣を電子メールでお知らせしています｡このメールの

配信を希望される方は、下記のアドレスからお申し込みください。 

      http://www mate.pref.mie.jp/bojyosyo/merumaga.htm 

 
3）NEW農薬登録状況の最新情報 

 農薬の販売や使用に当たっては､農薬登録上の制限があります｡農薬の使用時

はラベルをよく読んでください｡次のインターネットサイトでは、最新の農薬登

録状況が確認できます｡ 

   独立行政法人農林水産消費安全技術センターの｢農薬登録情報｣ 

http://www.acis.famic.go.jp/searchF/vtllm000.html 

 

4）NEW三重県病害虫防除の手引き 

病害虫防除所ホームページに「三重県病害虫防除の手引き」を 5月 30日に掲

載します。 

 
5）本冊子の利用の手引き書 

 本冊子の利用方法を説明をした「病害虫発生予報利用の手引き」を平成 20年

度用に更新しました。下記のアドレスからお入りください。 

http://www mate.pref.mie.jp/bojyosyo/yoho/h20yohotebiki_.pdf 

 

 


